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SnapManager でのデータ保護の概要

SnapManager は、データ保護をサポートして、セカンダリストレージシステムまたはタ
ーシャリストレージシステム上のバックアップを保護します。ソースボリュームとデス
ティネーションボリュームの間に SnapMirror 関係と SnapVault 関係を設定する必要があ
ります。

BR * Toolsを使用して作成したバックアップは、SnapManager for SAPでは保護できません。

バックアップ後スクリプトをコマンドラインインターフェイス（ CLI ）とグラフィカルユーザインターフェ
イス（ GUI ）の両方から使用して、プライマリストレージシステム上のバックアップを保護することができ
ます。

SnapManager がローカルストレージ上にバックアップを保持
する方法

SnapManager を使用すると、保持ポリシーを満たすバックアップを作成できます。この
バックアップは、ローカルストレージに保持する成功したバックアップの数を指定しま
す。特定のデータベースのプロファイルに保持する、成功したバックアップの数を指定
できます。

以下のバックアップを作成できます。

• プライマリストレージに毎日 10 日分のバックアップを保存します

• プライマリストレージの月単位のバックアップを 2 カ月分保存します

• セカンダリストレージに毎日バックアップを 7 日

• セカンダリストレージに週 4 回のバックアップを作成します

• セカンダリストレージ上の月単位のバックアップを 6 カ月間保持

SnapManager の各プロファイルについて、次の非制限保持クラスの値を変更できます。

• 毎時

• 毎日

• 毎週

• 毎月

SnapManager は、保持数（ 15 個のバックアップなど）と保持期間（ 10 日分のバックアップなど）の両方を
考慮して、バックアップを保持するかどうかを決定します。バックアップは、その保持クラスに設定された保
持期間またはバックアップ数が保持数を超えると期限切れになります。たとえば、バックアップ数が 15 で（
SnapManager で成功したバックアップが 15 個作成された）、日次バックアップを 10 日間保持するように期
間の要件が設定されている場合は、成功した順に 5 つのバックアップが期限切れになります。

バックアップの期限が切れたあと、 SnapManager は期限切れのバックアップを解放または削除しま
す。SnapManager は、常に最後に作成されたバックアップを保持します。
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SnapManager でカウントされるのは、成功したバックアップの保持数のみで、次のことは考慮されません。

保持数にバックアップが含まれていません 詳細については

バックアップに失敗しました SnapManager は、成功したバックアップと成功しな
かったバックアップに関する情報を保持します。成
功しなかったバックアップではリポジトリの最小限
のスペースしか必要ありませんが、必要に応じて削
除することもできます。成功しなかったバックアッ
プは、削除するまでリポジトリに残ります。

保持するバックアップを無制限ベースに保持する
か、別の保持クラスのバックアップを保持します

SnapManager では、保持するバックアップが無制限
に削除されることはありません。また、
SnapManager では、同じ保持クラスのバックアップ
だけが考慮されます（たとえば、 SnapManager で
は、 1 時間ごとの保持数については 1 時間ごとのバ
ックアップだけが考慮されます）。

ローカルストレージからマウントされたバックアッ
プ

マウントされた Snapshot コピーもクローニングされ
るため、保持対象とはみなされませ
ん。SnapManager では、 Snapshot コピーがクロー
ニングされている場合、 Snapshot コピーを削除でき
ません。

ローカルストレージ上でクローンを作成するために
使用されるバックアップ

SnapManager は、クローン作成に使用されるすべて
のバックアップを保持しますが、バックアップの保
持数については考慮しません。

SnapManager には、各保持クラスのデフォルトの保持数と保持期間が用意されています。たとえば、時間単
位の保持クラス数である SnapManager の場合、デフォルトでは 4 つの時間単位のバックアップが保持されま
す。これらのデフォルト値は、プロファイルの作成時または更新時に上書きして設定すること
も、「SMSAP_CONFIG」ファイルで保持数および保持期間のデフォルト値を変更することもできます。

保持ポリシーに基づいてローカルバックアップが期限切れになると、バックアップは削除されます。

オンラインデータベースバックアッププロセスとは異なり、アーカイブログのみのバックアップ処理では、
SnapManager は REDO ログファイルをアーカイブしません。アーカイブログのみのバックアップ操作を実行
する前に、プリタスクスクリプトを追加して REDO ログファイルをアーカイブする必要があります。プリタ
スクスクリプトでは、「alter system switch logfile」コマンドを実行する必要があります。

次に、日次バックアップを 3 つ保持するポリシー（保持数が 3 に設定されているポリシー）に基づいて、さ
まざまなタイプのバックアップに対して SnapManager が実行する処理の例を示します。

バックアップ日 ステータス 保持ポリシーによる処理
が実行されました

説明

5/10. 成功しました 保持（ Keep ） これは、最新の成功した
バックアップであるた
め、保持されます。
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バックアップ日 ステータス 保持ポリシーによる処理
が実行されました

説明

5/9. 成功、クローン作成済み スキップします SnapManager では、保持
ポリシー数のクローニン
グに使用されるバックア
ップは考慮されません。
このバックアップは成功
したバックアップの数か
ら除外されます。

5/8 成功、マウント済み スキップします SnapManager では、保持
ポリシー数のマウントバ
ックアップは考慮されま
せん。このバックアップ
は成功したバックアップ
の数から除外されます。

5/7. 失敗しました スキップします 失敗したバックアップは
カウントされません。

5/5. 成功しました 保持（ Keep ） SnapManager は、この 2

回目に成功した日次バッ
クアップを保持し

5/3. 成功しました 保持（ Keep ） SnapManager は、この 3

回目の成功した日次バッ
クアップを保持し

5/2 成功しました 削除 SnapManager はこの成功
したバックアップの数を
カウントしますが、
SnapManager が日次バッ
クアップを 3 回成功する
と、そのバックアップは
削除されます。

• 関連情報 *

"のドキュメントについては、ネットアップサポートサイトを参照してください"

データ保護を実行する場合の考慮事項

データ保護を実行する際の考慮事項は次のとおりです。

• セカンダリシステムからのクローニング処理やリストア処理を実行するには、ネームスペース内のデステ
ィネーションボリュームをマウントし、適切にエクスポートする必要があります。

• 値を* off *に設定して、SnapDrive 構成パラメータ「check-export-permission-nfs-clone」を無効にする必
要があります。
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ネットアップサポートサイトのSnapDrive for UNIXマニュアルには、「check-export-permission-nfs-clone

パラメータ」に関する追加情報 が含まれています。

• 要求されたセカンダリストレージボリュームの SnapMirror 関係はセカンダリストレージシステムで設定
する必要があります。

• Data ONTAP 7-Mode のセカンダリストレージシステムで、要求されたセカンダリストレージ qtree の
SnapVault 関係を設定する必要があります。

• clustered Data ONTAP でスクリプト後に SnapVault を使用する場合は、ユーザ定義の SnapMirror ラベル
用のポリシーとルールを定義する必要があります。

SnapVault ポストスクリプトでは、 clustered Data ONTAP ボリュームと SnapMirror 関係のタイプとして
DP および XDP がサポートされます。SnapMirror および SnapVault の設定については、ネットアップサ
ポートサイトの ONTAP のドキュメントを参照してください。

"のドキュメントについては、ネットアップサポートサイトを参照してください"

SnapManager でのデータ保護に必要なライセンス

データ保護に必要なライセンスがプライマリストレージシステムとセカンダリストレー
ジシステムにインストールされ、有効になっていることを確認する必要があります。

プライマリストレージシステムは、 Oracle データベースの最新のトランザクションの更新を受け取り、デー
タを格納し、データベースのローカルバックアップ保護を提供します。プライマリストレージシステムでは、
データベースのデータファイル、ログファイル、制御ファイルも保持されます。セカンダリストレージシステ
ムは、保護されたバックアップのリモートストレージとして機能します。

データ保護を行うには、プライマリストレージシステムに次のライセンスをインストールし、有効にする必要
があります。

セカンダリストレージシステムでデータ保護を有効にする場合は、セカンダリストレージシス
テムでもライセンスをインストールして有効にする必要があります。

• Data ONTAP 7-Mode （ 7.3.1 以降）または clustered Data ONTAP （ 8.2 以降）

• SnapVault

• SnapRestore

• SnapMirror

• クローニングには FlexClone が必要です。

また、 FlexClone は、 SAN 環境で FlexClone を使用するように SnapDrive が設定されている場合にの
み、 Storage Area Network （ SAN ；ストレージエリアネットワーク）に必要です。

• 適切なプロトコル。たとえば、 Internet Small Computer System Interface （ iSCSI ）や Fibre Channel （
FC ；ファイバチャネル）などです。

ポストスクリプトを使用したデータベースバックアップの保護

SnapManager では、プライマリストレージシステムとセカンダリストレージシステムの
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間に SnapMirror 関係または SnapVault 関係が確立されたときに、ポストスクリプトを
使用してデータベースバックアップを保護できます。SnapManager の CLI と GUI の両
方から、バックアップ処理後のアクティビティのデフォルトのポストスクリプトを使用
できます。

default_install_directory\plugins\backup\create\postで使用できる次のデフォルトのポストスクリプトを使用で
きます。

• Data ONTAP 7-Modeを使用している場合は’SnapMirror PostScriptのMirror_The _backup.cmd

• Data ONTAP 7-Modeを使用している場合は、SnapVault PostScript「Vault_The _backup.cmd」が必要で
す

• clustered Data ONTAP を使用している場合は、SnapMirrorポストスクリプト「Mirror_The

_backup_cDOT .cmd」が必要です

• clustered Data ONTAP を使用している場合は、SnapVault ポストスクリプト「Vault_The

_backup_cDOT」を使用します

詳細については’default_install_directory\pluginsで入手できる’readme.txt’を参照してください

SnapManager 3.1 以前では、クローン処理専用に前処理スクリプトまたは後処理スクリプトを提供していま
す。SnapManager 3.2 以降には、バックアップ処理およびリストア処理用の前処理スクリプトと後処理スク
リプトが用意されています。これらのスクリプトは、バックアップ処理またはリストア処理の前後に実行する
ことができます。

スクリプトは参照用としてのみ提供されています。SnapDrive 7.0 for Windows 以降でテスト済
みですが、環境によっては動作しないことがあります。このスクリプトは、セカンダリの保護
要件に基づいてカスタマイズする必要があります。これらのスクリプトは、 6.2 より前のバー
ジョンの SnapDrive では機能しません。

ポストスクリプトの例

サンプルスクリプトを参照し、環境に応じてカスタマイズしたスクリプトを作成して、
ミラーリングとバックアップを実行することができます。サンプルスクリプトは、
default_install_directory\plugins\backup\create\post から入手できます。

mirror_The -backup.cmd のように入力します

Data ONTAP 7-Mode を使用している場合は、次のサンプルスクリプトを使用してバックアップをミラーリン
グできます。3 つの操作（チェック、説明、実行）が含まれ、スクリプトの最後で実行されます。このスクリ
プトには、コード 0 ～ 4 および > 4 のエラーメッセージ処理も含まれています。

@echo off

REM $Id:

//depot/prod/capstan/main/src/plugins/windows/examples/backup/create/post/

Mirror_the_backup.cmd#1 $

REM

REM Copyright \(c\) 2011 NetApp, Inc.

REM All rights reserved.

5



REM

REM

REM This is a sample post-task script to mirror the volumes to the

secondary storage after successful backup operation.

REM|----------------------------------------------------------------------

------------------------------------------|

REM| Pre-requisite/Assumption:

|

REM|   SnapMirror relationship for the requested secondary storage volumes

must be configured in Secondary storage. |

REM|----------------------------------------------------------------------

------------------------------------------|

REM

REM

REM This script can be used from the SnapManager graphical user interface

(GUI) and command line interface (CLI).

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager GUI, follow these steps:

REM  1. From the Backup wizard > Task Specification page > Post-Tasks tab

> select the post-task scripts from the Available Scripts section.

REM

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager CLI, follow these steps:

REM  1. create a task specification XML file.

REM  2. Add the post-script name in the <post-tasks> tag of the XML file.

REM

REM Example:

REM              <post-tasks>

REM                 <task>

REM                    <name>Mirror the backup</name>

REM                      <description>Mirror the backup</description>

REM                </task>

REM              <post-tasks>

REM

REM

REM

REM IMPORTANT NOTE: This script is provided for reference only. It has

been tested with SnapDrive 6.3.0 for Windows but may not work in all

environments.  Please review and then customize based on your secondary

protection requirements.

REM

set /a EXIT=0

set name="Mirror the backup"

set description="Mirror the backup"
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set parameter=()

if /i "%1" == "-check" goto :check

if /i "%1" == "-execute" goto :execute

if /i "%1" == "-describe" goto :describe

:usage

        echo usage: %0 ^{ -check ^| -describe ^| -execute ^}

        set /a EXIT=99

        goto :exit

:check

        set /a EXIT=0

        goto :exit

:describe

        echo SM_PI_NAME:%name%

        echo SM_PI_DESCRIPTION:%description%

        echo SM_PRIMARY_MOUNT_POINTS : %SM_PRIMARY_MOUNT_POINTS%

        set /a EXIT=0

        goto :exit

REM - Split the comma-separated PRIMARY_MOUNT_POINTS and Mirror the

PRIMARY_MOUNT_POINTS one-by-one.

:execute

        set /a EXIT=0

        echo "execution started"

        REM FOR %%G IN (%SM_PRIMARY_MOUNT_POINTS%) DO echo %%G

        FOR %%V IN (%SM_PRIMARY_MOUNT_POINTS%) DO sdcli snap update_mirror

-d %%V

        if "%ERRORLEVEL%" NEQ "0" (

           set /a EXIT=4

           exit /b %EXIT%

        )

        echo "execution ended"

        goto :exit

:exit

        echo Command complete.
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        exit /b %EXIT%

vault_The _backup.cmd

Data ONTAP 7-Mode を使用している場合は、このサンプルスクリプトを使用してバックアップを保存できま
す。3 つの操作（チェック、説明、実行）が含まれ、スクリプトの最後で実行されます。このスクリプトに
は、コード 0 ～ 4 および > 4 のエラーメッセージ処理も含まれています。

@echo off

REM $Id:

//depot/prod/capstan/main/src/plugins/windows/examples/backup/create/post/

Vault_the_backup.cmd#1 $

REM

REM Copyright \(c\) 2011 NetApp, Inc.

REM All rights reserved.

REM

REM

REM This is a sample post-task script to vault the qtrees to the secondary

storage after successful backup operation.

REM|----------------------------------------------------------------------

------------------------------------------|

REM| Pre-requisite/Assumption:

|

REM|   SnapVault relationship for the requested secondary storage qtrees

must be configured in Secondary storage. |

REM|----------------------------------------------------------------------

------------------------------------------|

REM

REM

REM This script can be used from the SnapManager graphical user interface

(GUI) and command line interface (CLI).

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager GUI, follow these steps:

REM  1. From the Backup wizard > Task Specification page > Post-Tasks tab

> select the post-task scripts from the Available Scripts section.

REM

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager CLI, follow these steps:

REM  1. create a task specification XML file.

REM  2. Add the post-script name in the <post-tasks> tag of the XML file.

REM

REM Example:

REM              <post-tasks>

REM                 <task>
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REM                    <name>Vault the backup</name>

REM                    <description>Vault the backup</description>

REM                </task>

REM              <post-tasks>

REM

REM IMPORTANT NOTE: This script is provided for reference only. It has

been tested with SnapDrive 6.3.0 for Windows but may not work in all

environments.  Please review and then customize based on your secondary

protection requirements.

REM

REM

REM

REM

REM

set /a EXIT=0

set name="Vault the backup"

set description="Vault the backup"

set parameter=()

if /i "%1" == "-check" goto :check

if /i "%1" == "-execute" goto :execute

if /i "%1" == "-describe" goto :describe

:usage

        echo usage: %0 ^{ -check ^| -describe ^| -execute ^}

        set /a EXIT=99

        goto :exit

:check

        set /a EXIT=0

        goto :exit

:describe

        echo SM_PI_NAME:%name%

        echo SM_PI_DESCRIPTION:%description%

        echo SM_PRIMARY_SNAPSHOTS_AND_MOUNT_POINTS :

%SM_PRIMARY_SNAPSHOTS_AND_MOUNT_POINTS%

        set /a EXIT=0

        goto :exit

REM Split the colon-separated SM_PRIMARY_SNAPSHOTS_AND_MOUNT_POINTS And

SnapVault the mountpoints one-by-one

:execute
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        set /a EXIT=0

        echo "execution started"

        FOR %%A IN (%SM_PRIMARY_SNAPSHOTS_AND_MOUNT_POINTS%) DO FOR /F

"tokens=1,2 delims=:" %%B IN ("%%A") DO sdcli snapvault archive  -a %%B

-DS %%C %%B

        if "%ERRORLEVEL%" NEQ "0" (

           set /a EXIT=4

           exit /b %EXIT%

        )

        echo "execution ended"

        goto :exit

:exit

        echo Command complete.

        exit /b %EXIT%

MIRROR_The _BACKUP _cDOT .cmd

clustered Data ONTAP を使用している場合、このサンプルスクリプトを使用してバックアップをミラーリン
グできます。3 つの操作（チェック、説明、実行）が含まれ、スクリプトの最後で実行されます。このスクリ
プトには、コード 0 ～ 4 および > 4 のエラーメッセージ処理も含まれています。

@echo off

REM $Id:

//depot/prod/capstan/main/src/plugins/windows/examples/backup/create/post/

Mirror_the_backup_cDOT.cmd#1 $

REM

REM  Copyright \(c\) 2011 NetApp, Inc.

REM All rights reserved.

REM

REM

REM This is a sample post-task script to mirror the volumes to the

secondary storage after successful backup operation.

REM|----------------------------------------------------------------------

------------------------------------------|

REM| Pre-requisite/Assumption:

|

REM|   SnapMirror relationship should be set for the primary volumes and

secondary volumes                          |

REM|----------------------------------------------------------------------

------------------------------------------|

REM
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REM

REM This script can be used from the SnapManager graphical user interface

(GUI) and command line interface (CLI).

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager GUI, follow these steps:

REM  1. From the Backup wizard > Task Specification page > Post-Tasks tab

> select the post-task scripts from the Available Scripts section.

REM

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager CLI, follow these steps:

REM  1. create a task specification XML file.

REM  2. Add the post-script name in the <post-tasks> tag of the XML file.

REM

REM Example:

REM             <preposttask-specification xmlns="http://www.netapp.com">

REM               <task-specification>

REM                 <post-tasks>

REM                   <task>

REM                     <name>"Mirror the backup for cDOT"</name>

REM                   </task>

REM                 </post-tasks>

REM               </task-specification>

REM             </preposttask-specification>

REM

REM

REM

REM IMPORTANT NOTE: This script is provided for reference only. It has

been tested with SnapDrive 7.0 for Windows but may not work in all

environments.  Please review and then customize based on your secondary

protection requirements.

REM

set /a EXIT=0

set name="Mirror the backup cDOT"

set description="Mirror the backup cDOT"

set parameter=()

if /i "%1" == "-check" goto :check

if /i "%1" == "-execute" goto :execute

if /i "%1" == "-describe" goto :describe

:usage

        echo usage: %0 ^{ -check ^| -describe ^| -execute ^}
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        set /a EXIT=99

        goto :exit

:check

        set /a EXIT=0

        goto :exit

:describe

        echo SM_PI_NAME:%name%

        echo SM_PI_DESCRIPTION:%description%

        set /a EXIT=0

        goto :exit

REM - Split the comma-separated SM_PRIMARY_MOUNT_POINTS then Mirror the

PRIMARY_MOUNT_POINTS one-by-one.

:execute

        set /a EXIT=0

        echo "execution started"

        REM FOR %%G IN (%SM_PRIMARY_MOUNT_POINTS%) DO powershell.exe -file

"c:\snapmirror.ps1" %%G < CON

        powershell.exe -file "c:\snapmirror.ps1"

%SM_PRIMARY_FULL_SNAPSHOT_NAME_FOR_TAG% < CON

        if "%ERRORLEVEL%" NEQ "0" (

           set /a EXIT=4

           exit /b %EXIT%

        )

        echo "execution ended"

        goto :exit

:exit

        echo Command complete.

        exit /b %EXIT%

vault_The _backup_cDOT .cmd

clustered Data ONTAP を使用している場合、このサンプルスクリプトを使用してバックアップを保存できま
す。3 つの操作（チェック、説明、実行）が含まれ、スクリプトの最後で実行されます。このスクリプトに
は、コード 0 ～ 4 および > 4 のエラーメッセージ処理も含まれています。
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@echo off

REM $Id:

//depot/prod/capstan/main/src/plugins/windows/examples/backup/create/post/

Vault_the_backup_cDOT.cmd#1 $

REM

REM  Copyright \(c\) 2011 NetApp, Inc.

REM All rights reserved.

REM

REM

REM This is a sample post-task script to do vault update to the secondary

storage after successful backup operation.

REM|----------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------|

REM| Pre-requsite/Assumption:

|

REM|   Vaulting relationship with policy and rule needs to be established

between primary and secondary storage volumes |

REM|----------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------|

REM

REM

REM This script can be used from the SnapManager graphical user interface

(GUI) and command line interface (CLI).

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager GUI, follow these steps:

REM

REM  1. From the Backup wizard > Task Specification page > Post-Tasks tab

> select the post-task scripts from the Available Scripts section.

REM  2. You can view the parameters available in the post-task script in

the Parameter section of the Task Specification page.

REM  3. Provide values to the following parameters:

REM     SNAPSHOT_LABEL     - Label Name to be set for snapshots before

doing the vault update

REM

REM FOR WINDOWS ITS ADVISED TO USE THE post-task script FROM THE GUI BY

SAVING THE BELOW SPEC XML AND GIVING THIS IN THE GUI LOAD XML FILE .

REM

REM To execute the post-task script for the backup operation from

SnapManager CLI, follow these steps:

REM  1. create a task specification XML file.

REM  2. Add the post-script name in the <post-tasks> tag of the XML file .

REM Example:

REM             <preposttask-specification xmlns="http://www.netapp.com">

REM               <task-specification>

REM                 <post-tasks>

13



REM                   <task>

REM                     <name>"Vault the backup for cDOT"</name>

REM                     <parameter>

REM                     <name>SNAPSHOT_LABEL</name>

REM                     <value>TST</value>

REM                     </parameter>

REM                   </task>

REM                 </post-tasks>

REM               </task-specification>

REM             </preposttask-specification>

REM

REM

REM IMPORTANT NOTE: This script is provided for reference only. It has

been tested with SnapDrive 7.0.0 for Windows but may not work in all

environments.

Please review and then customize based on your secondary protection

requirements.

REM

REM

REM Need to take care of the parameter variable, its not like shell script

array handling, so declare a new variable

REM for one more argument and set that variable SM_PI_PARAMETER in the

describe method. Then only that variable will be

REM Visible in the GUI task specification wizard else it wont list.

set /a EXIT=0

set name="Vault the backup for cDOT"

set description="Vault the backup For cDOT volumes"

set parameter=SNAPSHOT_LABEL :

if /i "%1" == "-check" goto :check

if /i "%1" == "-execute" goto :execute

if /i "%1" == "-describe" goto :describe

:usage

        echo usage: %0 ^{ -check ^| -describe ^| -execute ^}

        set /a EXIT=99

        goto :exit

:check

        set /a EXIT=0

        goto :exit

:describe

        echo SM_PI_NAME:%name%

        echo SM_PI_DESCRIPTION:%description%
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    echo SM_PI_PARAMETER:%parameter%

        set /a EXIT=0

        goto :exit

REM Split the colon-separated SM_PRIMARY_SNAPSHOTS_AND_MOUNT_POINTS And

SnapVault the mountpoints one-by-one

:execute

        set /a EXIT=0

    echo "execution started"

    powershell.exe -file "c:\snapvault.ps1"

%SM_PRIMARY_FULL_SNAPSHOT_NAME_FOR_TAG%  %SNAPSHOT_LABEL% < CON

        if "%ERRORLEVEL%" NEQ "0" (

           set /a EXIT=4

           exit /b %EXIT%

        )

    echo "execution ended"

        goto :exit

:exit

        echo Command complete.

        exit /b %EXIT%

ポストスクリプトを作成または更新します

新しいポストスクリプトを作成する
か’default_install_directory>\plugins\backup\create\postで使用できるスクリプトを使用し
ます

このタスクについて

スクリプトを SnapManager 処理のコンテキスト内で実行できるように、特定の方法で構造化する必要があり
ます。想定される操作、使用可能な入力パラメータ、および戻りコードの表記規則に基づいてスクリプトを作
成します。

手順

1. 新しいスクリプトを作成するか、使用可能なサンプルスクリプトを使用します。

2. 必要に応じて、関数、変数、およびパラメータを変更または含める。

3. カスタムスクリプトを保存します。

4. ポストプロセスタスク仕様 XML ファイルにスクリプト名と必要な入力を追加するか、適切なスクリプト
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と入力パラメータを選択して GUI からの入力を指定します。

タスク仕様 XML ファイルにセカンダリストレージの詳細を指定する必要はありません。

ポストプロセスのタスク仕様ファイルを作成します

SnapManager を使用すると、 SnapMirror または SnapVault ポストスクリプトを含むバ
ックアップ処理用のポストプロセスタスク仕様 XML ファイルを作成できます。スクリプ
トを使用して、バックアップをセカンダリストレージにミラーリングまたはバックアッ
プできます。

手順

1. 新しい XML ファイルを開きます。

サンプルのタスク仕様XMLファイルは’default_install_directory>\plugins\examplesにあります

2. スクリプト名を入力パラメータとして追加します。

3. タスク仕様 XML ファイルを保存します。

ボリュームをミラーリングするには、ポストプロセスタスク仕様を使用します

SnapManager for SAPでは、Windows環境でバックアップ処理が実行されたあとに、ス
クリプトを使用してボリュームをミラーリングできます。

手順

1. タスク仕様 XML ファイルを作成します。

2. XML ファイルで、入力パラメータとしてスクリプト名を入力します。

3. タスク仕様 XML ファイルを保存します。

4. 次のコマンドを使用して、セカンダリストレージへのデータベースの保護されたバックアップを作成しま
す。

保護されたバックアップを作成する際には'-taskspec’オプションの後に’保存されたタスク仕様XMLファイ
ルの完全なパスを指定する必要があります

例：「smsapbackup create -profile test_profile -full-online-taskspec」C：\\mirror\\snapmirror.xml

次の例は、 Data ONTAP 7-Mode を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造を示しています。

#     <post-tasks>

#               <task>

#                   <name>Mirror the backup</name>

#                    <description>Mirror the backup</description>

#               </task>

#             <post-tasks>
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clustered Data ONTAP を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造の例を次に示します。

# <task-specification>

#              <post-tasks>

#                  <task>

#                   <name>"Vault the backup for cDOT"</name>

#                    <parameter>

#                    <name>SNAPSHOT_LABEL</name>

#                   <value>TST</value>

#                    </parameter>

#                  </task>

#                </post-tasks>

#              </task-specification>

#            </preposttask-specification>

qtreeを格納するには、ポストプロセスタスク仕様を使用します

SnapManager for SAPでは、Windows環境でバックアップ処理が行われたあとに、スク
リプトを使用してqtreeをバックアップできます。

手順

1. タスク仕様 XML ファイルを作成します。

2. XML ファイルで、入力パラメータとしてスクリプト名を入力します。

3. タスク仕様 XML ファイルを保存します。

4. 次のコマンドを使用して、セカンダリストレージへのデータベースの保護されたバックアップを作成しま
す。

保護されたバックアップを作成する際には'-taskspec’オプションの後に’保存されたタスク仕様XMLファイ
ルの完全なパスを指定する必要があります

例：「smsapbackup create -profile test_profile -full-online-taskspec」C：\\mirror\\snapvault.xml

Data ONTAP 7-Mode を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造の例を次に示します。

# <post-tasks>

#                <task>

#                  <name>Vault the backup</name>

#                   <description>Vault the backup</description>

#              </task>

#         <post-tasks>

clustered Data ONTAP を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造の例を次に示します。
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# <task-specification>

#                <post-tasks>

#                  <task>

#                   <name>"Vault the backup for cDOT"</name>

#                 <parameter>

#                    <name>SNAPSHOT_LABEL</name>

#                    <value>TST</value>

#                    </parameter>

#                  </task>

#                </post-tasks>

#              </task-specification>

#            </preposttask-specification>
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